






研究目的 

新生児期の低出生体重児に感覚的刺激を与えることは重要なことと考える。昨年度,われわ

れは 3組の 1卵性双胎児を含む 5症例のおしゃぶり刺激と触覚刺激を受けた群の体重増加

は各れも良好なることを報告した。 

本年度は,1卵性双胎児である低出生体重児に限って感覚的刺激を加えて，その効果を検討

した。感覚的刺激として触覚刺激とおしゃぶり刺激をえらび,低出生体重児に対する直接の

発達効果として,体重増加によって評価することとした。 


